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要旨:
植民地期台湾農政については、呉文星などの研究により、札幌農学校出身者が中心的役割を占
めてきたことが指摘されている。それ自体に異論はないが、従来の研究は 「札幌では何か台湾農
業に関する教育を行っていたのか?行 っていなかったらどうやって台湾の農村現場で仕事がで
きたのか」 という問いに十分答えていない。
本論は、札幌農学校出身者の農政を補助する存在 として、熊本農業学校出身者に注目した。台
湾総督府技師などを務めた島田弥市(1881～1971)を出世頭 とす る熊本農業学校出身者は、180
人以上が台湾に渡り、多 くが農事試験場や各地方庁の技手を勤め、台湾の農村現場で仕事をして
いた。彼らは、札幌農学校から熊本農業学校の教諭を経て、台湾総督府技師となった川上滝弥 ・
吉田碩造 ・井街顕の引きで、台湾に渡 ったものである。
熊本農業学校の教育は、札幌農学校出の校長や教頭 ・教諭に指導されたものであったが、札幌農
学校の教育とは全 く異なる実習主義、即戦力主義に立 っていた。そしてアメ リカ流の大農法 も見
聞 し、林遠里流の日本在来農法にも触れていた。台湾農業そのものへの教育 こそ無かったものの
即戦力は十分にあった。1900年代台湾の農業指導の現場に立ち、札幌農学校出身者を補助するこ
とは十分可能であったと思われる。
は じ め に
いわゆる植民地期の在台日本人研究の中でも、台湾にやってきた日本人農業指導者 ・農政家た
ちが、日本社会の農業経験をどう取 り入れながら台湾で農政を行 っただろうか。本論は呉文星に
よって提唱された台湾における札幌農学校出身者についての議論を補 うものとして、彼 らを補助
した熊本農業学校出身者たちを初歩的に紹介する。
日本の農業は明治期に激変 した。地租改正によって農民は土地所有権を手に入れ、かつ自己の
土地で何を作っても良くなったものの、各種外的経済状況によって地主による土地集約が進んだ。
またそれに先立つ開国で、農産物輸出入が始まった。生糸や茶のように外国への主要輸出商品に
育つものがあった一方、サ トウキビのように安い外国糖に押され特定地域の高級品(香川県の和
三盆など)へ と限定されていったものもあった。 日本政府はその激変に農業を対応させようとし
て、西洋農業技術の導入による生産力向上策を行 った。駒場農学校(東 京大学農学部の前身)と
札幌農学校(北海道大学の前身)が技術導入の中心 となった。 しかし日本の気候風土に適合 しな
い技術の直輸入は成功せず、1880年代から日本在来技術の見直しが行われた。家畜を利用 しなが
ら日本にあった小規模農具を利用 した深耕 ・水田の乾田(稲 を植えない時は水を抜いて畑地化す
る)による土地の高度利用 ・購入肥料の投入を主要な方策 とする明治農法は、 この見直しの過程
でうまれた和洋折衷農法である。
そのような日本の経験が、台湾農政にどんな影響を与えたのか。台湾農業発展史の観点または
地域史の観点の台湾農業研究は、多々存在する。進んでいるのは稲作である。地域史の観点から
は李力庸 『台湾中部の稲作』、農業技術発展史の観点から察承豪 『天工開物一台湾稲作技術変遷之
研究』1が代表例であろう。他の作物にも、それぞれ研究がある。私が注 目したいのは、察承豪の
研究である。技術普及の側面にも目が配 られており、 日本での明治農法にも重要な前史 として紙
幅が割かれ、台湾でも1900年代に設置された農会によって明治農法が導入されたことに言及 して
いる。
さて、植民地台湾の農政家たちについては、呉文星に始まる札幌農学校出身者研究がある。台
湾の農政部門には札幌農学校(お よび後身の東北帝国大学農科大学、北海道帝国大学農学部)出
身者が多いことを台湾総督府公文類纂中の履歴などより確認 し、さらに北海道大学に残る学籍簿
などから、誰が何期卒業で何を学校で学んで農業試験場でどのような業績を挙げたのかを確認 し
ていったものである。最近は北海道大学関係者が研究を深化させている。例えば、山本美穂子
『台湾へ渡った北大農学部卒業生 たち』2は、渡台 した札幌農学校出身者(1895～1942・1944年卒
業)の動静をまとめるとともに、農学部植物学教室の初代教授だった宮部金吾の旧蔵書簡を利用
しながら、宮部の門下生が渡台した経緯を分析 している。
ただこれ ら札幌農学校研究にも問題がないとは言えない。「札幌では何か台湾農業に関する教
育を行っていたのか?行 っていなかったらどうやって台湾の農村現場で仕事ができたのか」 と
いう疑問に、完全には答えていないことである。台湾未開地の 「開拓」 とそこでの先住民対策の
ために北海道 「開拓」担当者が呼ばれたとか、 日本に存在 しなかった近代製糖業を台湾で行 うた
1.国立台湾師範大学、歴史学系、2008年博士論文。
2.『北海道大学大学文書館年報 第6号」、2011年3月31日、15～41頁。
めに、北海道で甜菜糖製糖業を経験 した者が台湾へ行 ったというのはわかる。農作物の加工培養
など化学研究者 として行 くのもわかる。でも1900年代はどうか。台湾の漢族への総合的な農業指
導が必要だったこの時代、 これに関する教育を札幌で何か受けたのだろうか?札 幌農学校は、
アメリカ農業技術導入の中心地であった。 ところが、察承豪が指摘 しているように1900年代に日
本の農政家が台湾で推 し進めた農法は、アメ リカとは違 う農法であった。優秀な技術者であるな
らば卒業後 も最新知識の勉強は怠 らないだろうけれど、例えば柳本通義(札 幌農学校第1期生、
台湾総督府殖産局技師)の ような士族出身で札幌で始めて農学を学んだ者が現場でどれだけ指導
できたのであろうか3。彼 らに補助者がいたとしたら、それはどのような人々であったろうか。
1.1900年代台湾 と熊本 農業 学校
1900年代の台湾農政にはどのような人々が関与 したか。1911年になるが、『台湾 日日新報』
1911年11月25日号 「無弦琴」 は、次のようなことを書いている。
台北の農業側は札幌出身と駒場出身の一盛一衰を繰返 して居 る云ふまでもなく札幌は今の
東北大学元の札幌農学校で駒場は東京の農科大学昔の駒場農学校▲嘗て新渡戸博士の殖産局
長となる以前 は駒場の独占といふ有様であつたが、博士の渡台以来形成一変全 く札幌出身者
の独占となつたのである▲現に小川、長崎、芳賀、川上、山田、長嶺、藤根、小田代、井街、
渋谷、吉田、素木の十二技師は何れも札幌出身で夫れゞれ要所々々を占領 して、駒場出身者
は僅かに賀田、堀内、今井の三氏あるに過ぎぬのである▲話は一寸変るが系統といふのは却々
面白い現象を呈するもので、本島に於ける農業技手の過半数を占めて居るのは、熊本農学校
出身者である
すなわち、農業関係首脳部の技師は、呉文星 らの紹介通り札幌農学校出身者が大半であったが、
技師の下で、技術部門を実際に現場で動かし指導する技手で一番多かったのは、熊本農(業)学
校(今 の県立熊本農業高校)出 身者であったという話である。南園会(熊 本農業学校 ・県立熊本
農業高校の同窓会)で の調査によれば、植民地期50年間を通 して(台湾人で熊本農業学校に学び
に来た者を含め)180人以上が、台湾の農業関係で働いていたことが明 らかになっている。具体
的な氏名と1907年4月15日現在の勤務先を 「卒業生の動静」 か ら挙げると以下である。
第1期(1903年3月卒業)増 田朋来 台湾総督府農事試験場
3.柳本通義については、神埜努 『柳本通義の生涯一一クラークの直弟子札幌農学校第一期生」(共同文化
社、1995年10月)が詳しい。
4.熊本農業学校校友会 『南園雑誌 第8号」(1907年5月発行)51～56頁。
第2期(1904年3月 卒 業)
第4期(1906年3月 卒 業)
稲富己雄作 台湾彰化庁技手
土屋貞一 台湾斗六庁技手
島田弥市 台湾総督府農事試験場
齋藤信義 台湾農事試験場
佐伯智敏 台湾台中庁技手
小川伊之吉 台湾鳳山庁技手
吉岡三郎 台湾農事試験場
甲斐良三 台湾農事試験場
尾方保見 台湾農事試験場
和田常記 台湾農事試験場
島田弥市 「台湾における南園会員活動の思い出」5は、 この他にも第1～4期卒業生で台湾で活躍
した者として、第1期 では林田重雄(台 湾基隆庁技手)・浦上義業(台 湾恒春種畜場)・合志茂市
(南投庁)・広石盛平(南 投庁)、第2期 では斉藤忠雄(営 林局)・小山勝(台 中州勧業課)・井芹
豊記(桃 園庁農務課)・奥田竜夫(東 洋製糖)、第3期では徳田善平(殖 産局糖務課)・藤上利徳
(総督府農事試験場)、第4期では猿渡城人(日 本人農業移民事業)・大林米太郎(台 北州勧業課)
の名と勤務先(後年のものを含む)を挙げている。表1は 、島田の整理による、第1～36期(19
03年卒業～1938年卒業)卒 業生が、台湾で何人 ・どのような方面で活動 したかの表である。
上記 「無弦琴」の記事に戻ろう。『旧植民地人事総覧 台湾編2』6から、明らかに農業部門だ
とわかる部署での1911年5月1日現在の技手を確認すると、
殖産局農務課 技手 専任3人 ・兼任2人 うち熊本農業学校出身者は専任1人
臨時台湾糖務局糖務課 技手 専任11人・兼任1人 うち熊本農業学校出身者は専任1人
臨時台湾糖務局糖業試験場 技手 専任9人 うち熊本農業学校出身者は専任2人
農事試験場 技手 専任10人。兼任1人 うち熊本農業学校出身者は専任2人
という具合である。過半数 とはかけ離れているが、各部署に出身者が居 るのは確かである。
彼ら熊本農業学校出身の技手たちの中で最 も有名となった人物は、島田弥市(1881～1971)で
あろう。熊本農業学校第1期 生で、台湾総督府農業試験場に務め、1922年には台湾総督府技師、
新竹州立農事試験場長、台北州農業伝習所長、台湾農業会技師などを歴任 している。履歴や業績
は例えば、呉永華 『被遺忘的日籍台湾植物学者』7が詳 しい。 日本敗戦後は熊本に引き揚げ、同県
5.『南園 創立六十周年記念号』熊本県立熊本農業高等学校、1959年2月11日発行、238～246頁。
6.日本図書センター、1997年2月25日。
の農業振興 と、肥後椿 ・肥後花菖蒲(肥後は熊本の旧藩名)な どの調査育成に努めた。南園会の
会長になったこともある。
さて1900年代は日本の農業教育の発展期であった。1890年代までは駒場農学校と札幌農学校2
校の高等農業教育機関、そ して大阪府立農学校(1888年開校)な ど若干の府県に中等農業教育機
関が存在 しただけであったのに対 し、1899年の農業学校規程制定を画期 として1900年代は各県毎
に農業学校や農林学校 と称する県立の中等農業教育機関(甲種農学校 と称せられた)が設けられ
た。これに先立ち東京帝国大学農科大学(元 の駒場農学校)に も実科 と称する中等農業教育課程
が付設された。札幌農学校にも農芸伝習科等の中等農業教育課程があった。高等農業教育機関も、
1902年に盛岡高等農林学校(現 、岩手大学)が 設置された。熊本農業学校 もこの流れの中で、熊
本県初の農業学校として設置された。 これら新増設された農業教育機関、特に中等農業教育機関
の人材が社会に大量に供給 されるようになり、台湾にも技手 として渡 ったのである。
熊本農業学校出身者 はどうやって台湾に来たのだろうか。上述の 「無弦琴」は続けて以下の通
り記 している。
▲ナゼ同校出身者 は爾 く多数であるかと云ふに、元同校の先生であった川上、吉田、長崎
の三技師が本島に奉職することになったので、三氏に依て、夫れ ゞれ本島産業上に貢献 しっ ゝ
あるのである
すなわち、札幌農学校から熊本農業学校の教員となった川上(滝 弥:18期生)、吉田(碩造:
18期生)、長崎(常:8期 生)の3人 が、台湾総督府の農政に従事 したので、彼らの引きで熊本
農業学校出身者 も台湾農政に携わることとなったという話である。ついでながら、熊本農業学校
の初代校長であった河村九淵も札幌農学校出身者(4期 生)で あった。「無弦琴」 は長崎と記 し
ているが、長崎は熊本農業学校刊行物を見る限り、同校教員になったことはない。井街(顕:19
期生)の 誤 りであると思われる。どちらに しても教員3人が札幌農学校→熊本農業学校→台湾総
督府殖産局という経路を通ったことに相違ない。まもなく石田昌人(1897年に農芸伝習科卒)も
同 じ経路を辿 って台湾へ赴任 した。
ただ し熊本農業学校の名誉のために書いておけば、全 くのコネ入府 というわけでもない。河村
九淵が、同校創立25週年式典で述べた祝辞8によれば、
第一回卒業生島田弥市氏の卒業論文(同 氏の居村たる八代郡小浦村を一 ヵ年半の日子を費
して縦横に踏査 し、其地質、地文、動植鉱物、行政、教育、勧業上の施設農業上の状態等、
8.「祝辞」(熊本農業学校校友会 『南園 創立二十五周年記念号』1926年1月)14～40頁。
7.農星出版、1997年6月30日。島田弥市の項目は、199～251頁。
表1南 園会員(熊 本農業学校卒業者)卒 業回次別台湾に於ける活動
一切の事を記述せる大冊)を 台湾総督府殖産局へ送つて 『此様な卒業生が出たが、使つて下
さらぬか』と交渉 した処、折返へし電報を以て 『採用する直に赴任せしめよ』 と申込んで来
た。其他卒業論文を送つて落第 した例は一 もないのである。(22頁)
とある。島田は台湾でも帰国後の熊本でも植物調査に能力を発揮 していたので、 この発言 も単な
る初代校長の自画自賛ではなかろう。
2.熊 本農業 学校の教育
上記の通り、熊本農業学校 は1900年に開校 した中等の農業学校であった。そしてその教員には
校長以下に札幌農学校出身者がおり、卒業生 も札幌農学校→熊本農業学校→台湾 と赴任 した教員
を追 って、台湾へと赴任するものが存在 した。では、その教育はどのようなものであったろうか。
札幌農学校と似たものもしくはその簡易版であったのだろうか。
「熊農百年史』9は118～122頁に、第1期 生であった手島新十郎 「在学当時の思い出」を掲載 し
ている。原載 は 『南園』(第45号・改築落成並創立四十周年記念号)で ある(未見)。そこには次
のような文章が見える。
◇… しか し何分創立忽々のこととて、最初はすべての点に不備の点が勘 くなかつた。設備
はもとより実習地のごときも民問から買上けたそのま 、ゝまつ耕地整理から手を着けねばな
らず、ただ際立つて人目を惹いたのは二頭曳の洋式プラオや畜力応用のデスクハーロー、ま
たはカルチベーターの大 きなものなど、何台も所狭 しと並べ立て ゝあつた。まるで北海道あ
たりの大農式農具室見たやうであつた。
◇…尤もこれは押 しの強い河村校長が、県当局に膝詰談判できめ込み、予算をウンと分捕
り思い切つて買込まれたからだとのこと、それでも生徒達の父兄が、学校参観に来たときの
デモス トレーシヨンには相当役立つたさうな、今思へば微笑 ましい光景ではある。(119～
120頁)
すなわち初代校長であった河村は、 自身が札幌農学校で学んだ(1880年入学、1884年卒業)大
農法の農機具を、熊本農業学校初代校長 として徳久熊本県知事(当 時)か ら呼ばれたのを好機 と
して、耕地整理に先立 って学校に揃えたのである。河村は熊本に呼ばれるまで香川県立高松中学
校長を しており、徳久知事 も前任が香川県知事で懇意だった。大農法の農機具は1900年代の熊本
の農民を驚かせるに足 るものであった。 しかしながら、手島は続いて以下のように記 している。
9.熊本県立熊本農業学校創立百周年記念事業会編、1998年12月1日。
◇…そ して馬耕教師として温厚な松本 といふ先生が来 られた。体格の小さい日本馬に、逞
しい洋馬用の重いプラオを曳かせて馬耕をやることは、ほんとうの痩馬に重荷で、御苦労千
万であつた。でも松本先生は満身汗みどろになつてプラオの使用法から、馬の駅 し方を懸命
にわれ等に教へて下つた。それでも長鞭馬腹に及ぼずで、狭い耕地におけるプラオの働きは、
北海道のそれのごとくは、十分な能率があがらなかつたらしい。(120頁)
「はじめに」で記 したように、すでに1880年において西洋直輸入の農業法は日本の風土に適合
しなかったことが明らかになっていたのだが、1900年に河村が熊本農業学校で行 った大農法導入
試みも、やはり熊本の風土に適合 しなかった。河村は、挫けず次の手を打 った。
◇…そこでかん ゝゝになられたのは短気の河村先生だ。今度は筑前の老農林遠里翁の弟子
で、谷勘吉 といふ先生を引張つて来 られた。そして犂は純 日本式の持立犂、 これはプラオと
違つて犂が安定せず、手加減一つで上、下、深、浅どうでもなるといふ、極めてデ リーケー
トな犂であつたため、狭い田地などに極めて調法なものであつたものの、さてこれが上達は
容易なことではなかつた。 これを うまく上手に使ひこな したものは、おそ らく大石嘉十君
(第一回)く らゐであつたと記憶する。筆者などもとより落第であつた(120頁)
西洋式大農法が不適とわかると、河村はすぐ 「筑前の老農林遠里翁の弟子」を引っ張 ってきた。
林遠里(は やしえんり:1831年生まれ、1906年没)は、日本在来農業技術の指導者として著名だっ
た人物である。弟子も多 く、勧農社 と呼ばれた彼の弟子集団は、 日本各地を巡回して技術伝達に
努めていた。筑前農法と呼ばれた彼の農法 こそが、明治農法の中核的な農法の一つであった。そ
の農法のうち、持立犂の活用による牛馬耕は、プラオと比べれば非力でかつ操作が難 しかったか
も知れないものの、当時の日本の農業家にとっては作業を省 き、労働生産性を高めるものとして
十分な価値があった。西洋式農法を墨守せず、良いと思 ったら何でも導入する河村の実践家ぶり
が躍如とする文章である。
さらに河村式の農業教育がわかるのは次の節であろうか。
◇…創立勿々から母校の方針は、極力実習に重 きを置かれてあつた。それで自然、学科の
方はお留守になり勝ちで、終 日実習を課せられ、土木工事に営々の汗を絞つたことは毎度の
ことであつた。
水田の耕地整理などは、第一回の入学生が一年生時代に一手でやつてのけたものである。
土運びが十数日も続いたため、肩が真赤に腫れ上つて、痛んだことを今にも記憶 してゐる。
◇…かうまで実習が多 くて、学科に親 しむ機会が乏 しいといふことは、主 として一年生当
時が多かつたが、在学生にとつては可なりの苦痛であつたらしい。そこで半途退学者が続々
出て、入学当時の百名(第一回)は一引二引き、卒業の時には僅か四十七名、即ち半数以下
に減 じて了つたのである。(120～121頁)
札幌農学校に しても、その後設立された各種の農業系の中等 ・高等教育機関にしても、学科教
育に重点が置かれていた。 もちろん実習皆無では農業教育機関として成 り立たないので、特定の
曜日の午後半 日を実習に充てることは普通であったし、畜産教育のためには学校で飼 っている家
畜を毎日世話する必要があった。 とはいえ、実習に重 きを置かないという批判、農業系の中等 ・
高等教育機関が研究者や農会などの農業指導者を養成するばかりで実際の農業者(指導的農業者)
養成に役立たないとの批判が、 これら教育機関に寄せられていたことは否定できない。それに対
し、河村の教育は、創設当初の施設整備を兼ねていたという特殊事情はあったといえ、学生数が
半分になってでも実習重視(偏 重?)と いう意味で特徴的であったといえよう。河村自身 も、上
記の同校創立25週年式典で述べた 「祝辞」において、
実習の組織
従来農業学校の生徒が兎角実習に重 きを置かないのは、是が教授を下級の教師に任せるか
らであると考へたので、本校では校長 自から実習総監督 となり、教頭を実習監督 とし、其下
に農場掛長、畜産掛長、養蚕掛長を置き、農業に多少の関係ある教師一同を各掛長の下に配
属せ しめ、斯 くして全校を実習教育機関となすことにした。此組織は本校が嚆矢で其後愛知
県農業学校等が之に則つたのである。(15頁)
と実習重視を紹介 している。愛知県農業学校は、農本主義者 として有名な山崎延吉が校長を務
め、 日本でも有力な農業学校であったが、それに先ん じていたとの自負である。その後 も 「祝辞」
は、「実習の採点法」「実習奨励法」「本校独特の農産品評会」「立毛鑑定会」「出水村の農業家 と
の競作会」「県農会の疏菜品評会に於ける生徒の活躍」「附近農業家の指導」「下肥溜品評会」「生
産の疏菜販売」 と、いかに河村 自身が熊本農業学校の教育で実習を重視 したかの言辞が続 く。
この実習偏重は単に体を動かし、体に農業を行 う体力と技術を叩き込んだという意味ではない。
上記、河村の祝辞 は、次に
農事の実際的調査と卒業論文
一体実業が進歩 しないのは、実際の調査が行 き届かないために、彼の長を取つて我が短を
補ふの余地を得ないからだと考へたので、苟 くも余暇さへあれば、生徒を して老農等に就て、
予て与へておいた調査項 目によりて成丈精細に調査させることにした。冬夏季節の休課には
問々東京附近、朝鮮、台湾等へ旅行 して調査に従事 したものもあつた。其調査 した事柄を基
礎として卒業論文を出させることに規定 しておいたので、生徒は調査の一事には随分骨が折
れたのである、併 し夫れ丈為になつたと思ふ。(21頁)
と記 している。すなわち調査能力も身につけ、地域の指導的な農業家 として(も ちろん農業指導
者としても)即戦力となる教育を施そうとしたという意味であろう。上記島田の卒業論文 もこの
教育から生み出されたものであった。
もちろん学生数が半数 になるような教育であるから、河村に対 しては批判もあった。「祝辞」
が乗る 「南園 創立二十五周年記念号』に 「廿五年前の懐古」(57～60頁)を寄せた遠藤万三は、
河村校長の教育主義 は、「世の中に役に立つ人間」を養ふと云ふ点にありましたが、其人
格教育に於ては、我々青年教育家は飽足 らぬ感を致 しました。殊に、札幌の天地に育ち、新
渡戸博士より精神教育を受けたる吉田、川上、及び私達の同志は、校長の偏頗なる物質教育
に反対意見を有 し、生徒の精神的訓練に関し、意見を交換 したり、時には、不平さへも漏 ら
して居ました。即ち我々の主張は、「実際社会に役に立つ人間」を作 り上げる事は、甚だ宜
しいが、卒業生を して農村に於て真実なる中堅人物たらしめとするは、正義の強き観念に立
脚せ しむる為め、更に、より多く精神的訓練に力を注かざるべからずと謂ふにありました。
今から考へれば此等教育上の二つの主張は、両々相待て能 き結果を生 したるものと存 します。
(58～59頁)
として河村の教育に精神的訓練が欠けていたとしている。遠藤は、創設時の教諭で、まもなく教
頭になり、実習部長を兼ねていた。そして
実際の農業を知 らない私が、農場の監督をしたり、又は、稲の作 り道 も知 らないで、地方
農民を空いてとして頻 りに稲作の講習をした事は、今から考えると、冷汗の出る思ひが致 し
ます。(57頁)
と自己を振り返る彼自身も、札幌農学校の出身であり(第17期、1899年7月卒)、「実際の農業を
知 らない」札幌農学校の教育の欠点を体感 していた。 よってただ河村を批判するだけでな く、
(札幌農学校で新渡戸か ら受けたと自負する)精神的訓練を、後に台湾へ渡 った吉田や川上とと
もに学生に施そうとしていた。
10.彼ら農事講習生については、とりあえず呉文星 「日本統治前期の台湾実業教育の建設と資源開発一政策
面を中心として一」『日本台湾学会報 第3号」、2001年5月、103～120頁、特に108～109頁参照。
以上、熊本農業学校の教育は、札幌農学校出の校長や教頭 ・教諭に指導されたものであったが、
札幌農学校の教育とは全 く異なる実習主義、即戦力主義に立 っていた。そしてアメ リカ式大農法
も見聞 し、林遠里流の日本在来農法にも触れていた。 このような教育を受けた学生が、即戦力 と
して、1900年代台湾を含めた農業指導の現場に立つことは十分可能であったであろう。1906年に
は、台湾の農事試験場農事講習生から3人の留学生が熊本農業学校に入学 している1°。
おわ りにかえて
明治期台湾での農政は、1895～1900年頃の試行錯誤時期を脱 し、1900～1905年頃に組織化を開
始する。三角湧農会の設置を最初として各地で農会が設置された。やがてそれらは各庁毎への農
会設置と、庁の徴税に付加する形での農会費徴収による、庁行政 と半ば一体化 した農会運営へと
収斂 した。
その農会が打ち出 した初期の重要施策が、1906年から始まる全島一斉の農業指導である。例え
ば米については、塩水選 と短冊型苗代の奨励に重点が置かれた。塩水選は、種籾を塩水につけ、
浮 く物を排除 して沈んだものだけを撒 くものである。短冊型苗代は、種籾を直播でなく作業効率
を考えて短冊型にした苗代に撒 くものである。どちらも明治農法に位置付けられるものであった。
塩水選は、横井時敬の発案である。横井は1879年駒場農学校卒業後、林遠里で前述 した通 り日
本在来農法の中心地の一つである福岡にて、農学校教諭や勧農試験場長を勤め、1894年に駒場農
学校の後身である帝国大学農科大学の教授になった。彼は、寒水浸など種籾を水につけて発芽を
促そうとする在来農法から、籾の中身の詰まり具合(中 身が詰まっているほど発芽する可能性が
高い)を 、濃度を調整 した食塩水に籾をつける(中身が詰まっていれば沈み、中身が詰まってい
なければ浮 く)ことで分別することを発案 し、駒場農学校 ・帝国大学農科大学系統でこの技術を
広めた。
一方で札幌農学校の人々はどのように明治農法に関わっていたか。札幌農学校の教育は、開学
当時はアメリカ直輸入の技術者への一般教育であって、その中で農学も重視 しているに過ぎなかっ
た。1886年頃になると農業教育が基本になるが、ただしアメ リカの農業教育が基本であり、 日本
の農業に対応 した授業 は 「日本農学」だけであった。養蚕など日本の農業に対応 した講義 も入る
ようになるのは、ようや く1897年頃である。
このような教育で育った、台湾総督府の札幌農学校系の農業技師たちは、米などについての明
治農法を専門的に学んできただろうか。北海道大学文書館は、『北海道大学大学文書館資料叢書
第2号 』(2010年3月31日)44～62頁に 「札幌農学校本科(農 学科 ・工学科)卒 業生一覧」を公
開 しており、そこでは卒業論文が課せられるようになった第7期 から第24期までの卒業生の卒論
9.熊本県立熊本農業学校創立百周年記念事業会編、1998年12月1日。
一覧が載せられている。 これから、上記 「無弦琴」で紹介された12技師中、渋谷を除く11技師の
卒論を見出すことができる。 しかしながら彼 らの卒論(「無弦琴」での登場順)は 、
小川運平(第16期:1898年7月 卒:農 業経済学)北 海道農村ノ経済的現況(当 別村調査)
長崎常(第8期:1889年7月 卒)殖 民外論
芳賀鍬五郎(第20期:1903年6月卒:農 学甲科)瓜 畦薯の各位置に於ける芽 と生産 との関係
川上滝弥(第18期:1900年7月 卒:植 物病理学)稲 ノいもち病二就テノ研究
山田秀雄(第16期:1898年7月 卒:農 芸化学)淘 汰分折に就て
長嶺林三郎(第18期:1900年7月卒:農 学乙科)肉 牛肥満論
藤根吉春(第8期:1889年7月 卒)牧 草論
小田代慶太郎(第18期:1900年7月卒:農 学乙科)畜 牛増進論
井街顕(第19期:1901年7月 卒:農 学甲科)石 豆ニ関スル研究
吉田碩造(第18期:1900年7月 卒:農 芸化学)革 菓酒醸造試験成績
素木得一(第23期:1906年7月 卒:農 用動物学)本 邦ニ於ケル率樹害虫二就テ
である。甘薯の研究はな く、稲の研究 も川上のみ、川上 もいもち病研究であって、稲作農業の実
地指導をきちん と学んでいるとは思えない。 このような人々、(台湾には行 ってないが、同時期
の卒業生であった)上記の遠藤が言 う 「実際の農業を知 らない」人々を支える存在 として、熊本
農業学校の卒業生のような人々がいたのではなかろうか。
本論は、熊本農業学校 と1900年代台湾との関係について初歩的に分析 したものである。熊本農
業学校には同窓会誌 『南園』があり、 目次のバックナンバーを見 ると台湾からの通信記事 も散見
される。それらを読めば彼 らが農業指導の現場でどのように働 き、何を考えていたかの理解 もで
きよう。残念ながら、現在の熊本農業高校は 『南園』の旧号所蔵はなく、若干が熊本県立図書館
に所蔵され、後は古書市場から収集するしかなく、今回は十分な分析ができなかった。次回の課
題としたい。
また熊本農業学校以外にも、各地の農業学校から台湾に集まった技手 ・雇などが、どのように
集まり、どのように働き、何を考えていたかも課題である。 もちろん農業方面だけでなく、工業
に置いても同様の課題がある。近年、蔡龍保は 「台湾総督府の土地調査事業と技術者集団の形成
技手階層の役割に注目して一」'1で、土地調査事業時に測量を司る技手がどのように集められたか
を分析 している。 この研究を送 り出した側から見るとどうなるか。そして後の各時期毎にそれぞ
れどのような中級技術者が台湾にどのように集まったかを考えるのは興味深い。
11.老川慶喜 ・須永徳武 ・谷ヶ城秀吉 ・立教大学経済学部編 『植民地台湾の経済と社会」、2011年9月15日、
日本経済評論社、61-96頁。
